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令和４年２月２８日

希望の春に向かって
～えんぶりで 豊年祈願 春を呼ぶ（八戸郷土カルタ令和版より）～

校長 宍戸 義彦

およそ８００年の伝統をもつと言われている「八戸えんぶり」が

２年連続で中止となりました。昨夏の八戸三社大祭「三社大祭 伝

統受け継ぎ 三百年（同）」も中止。２年目となった「ウィズコロ

ナ」の考え方、「新しい生活様式」が定着しつつあり、「得体の知れ

ない怖さ」はなくなり、知恵と工夫で対応、対策ができるようにな

りました。リモートを活用して行った１年生を迎える会や、最善の

コロナ感染症対策を目指して万全を期した学習発表会。体育科や音

楽、家庭科などの授業をはじめ、なかよし清掃や休み時間、給食などにも注意を払いここまで来ました。

３月を迎え、残すは６年生を送る会（１０日）と卒業証書授与式（１８日）です。令和３年度の教育活

動を何とか、無事に終えることができそうです。これも子どもたちの頑張り、保護者の皆様のご協力あ

ってこそです。本当にありがとうございました。あと１か月、よろしくお願いします。

北京オリンピックを見ていて、印象に残ったのは「女子カーリング」のあの４人の笑顔でした。見る

人はもちろん、対戦相手をも虜にするあの笑顔。笑顔の大会があれば、「ぶっちぎり！」「敵なし」の金

メダルだと思います。そして、「ナイッス～！」に代表されるポジティブな声がけ。笑顔は「力」であり

「財産」だなと感じました。

令和３年度の下長小は、「宝探し教育」「加点式教育」を目指しました。「宝探し教育」とは、子ども一

人一人のよさや頑張りを宝物として探して伝える。「加点式教育」とは、他の人と比べるのでなく、その

子の中で前より成長した点を知らせ褒める。ただ伝える、ただ褒めるではなく、その時の表情が大事だ

と思います。口では何とでも言えますから。表情、特に湧き上がってくるような笑顔から発される宝物

や成長は、どんなにか達成感や満足感を与えることでしょう。今、欠けていると言われている自己肯定

感の醸成に大いなる効果を発揮するものです。自分では気づかなかった自分のよさを知り、力に変えら

れることでしょう。

下小っ子は、この１年、とても成長しました。その頑張りや成長の様子は、この後発行される「文集

しもなが」にたくさん載っています。自分の頑張り、友達の頑張りを感じ、自分の力に変えてほしいと

思います。この子どもたちの頑張りと成長ぶりに令和４年度へ向けた希望を感じました。「希望の春」を

迎えられると手ごたえを感じました。

学年が一つ上がる新しい生活、新しい役割に向けて、希望をもって進学、進級できるよう３月の学校

生活を充実させていきます。子どもたちの明るさと頑張りで「希望の春」を感じて、令和３年度の教育

活動を終えられることに感謝いたします。

保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。

１１日（金）全校朝会（防災教育の日）

ワックスがけ

１～３・６年５時間授業

（４・５年は６時間授業）

１５日（火）メール配信日

１日（火）全校朝会（表彰） １６日（水）卒業式予行 ５時間授業

いなほタイム １７日（木）卒業式準備

２日（水）６年保健指導 ４時間授業（５年は５時間授業）

３日（木）委員会 １８日（金）卒業証書授与式

４日（金）卒業式準備 （１～４年臨時休業）

１～４年５時間授業 ２１日（月）春分の日

（５・６年は６時間授業） ２２日（火）～２４日（木）

スクールカウンセラー来校 ４時間授業（給食あり）

ALT来校 ２５日（金）修了式・離任式

７日（月）５時間授業 いなほタイム ２６日（土）～春休み（～４／６）

８日（火）全校朝会（講話） ５時間授業

１０日（木）６年生を送る会 ※ 卒業証書授与式は、状況により６年生のみ

３～６年６時間授業 で行う場合があります。その場合は、５年

スクールカウンセラー来校 生も臨時休業となります。

来年度の更新登録の時期となりました。本日（２月２８日）、更新登録案内メールが配信

されましたので、必要事項を入力して仮登録手続きを行ってください。〆切は３月１５日

（火）です。更新登録は毎年必要です。お忘れなくお願いします。
なお、新規・追加登録も行うことができます。（登録できるのは児童１名に

つき３名まで。兄弟姉妹それぞれ３名まで登録できます。）各学年毎の連絡を

する場合もありますので、兄弟姉妹でまだ登録していないお子さんがいらっ

しゃる場合は、新規の追加登録をお願いします。

詳しくは、先日、児童を通して配付しました「八戸市学校安全情報配信シ

ステムについて（御案内）」及び「登録方法の御案内」をご覧ください。

本校は、一昨年度に校舎改修工事を行い、外壁等の補修が行われま

した。教室や廊下の床も張り替えられ、きれいになっています。うれ

しい限りなのですが、実は、問題が発生しています…。黒い靴底の場

合、床に靴底のあとが真っ黒くついてしまうのです…。

そこで、これから室内用のシューズを購入する場合、底が白または

あめ色のものにしてくださるようお願いいたします。（「黒」ではない

ものでお願いします！）


